　　　令和７年度　香川県高等学校新人空手道競技大会実施要項
　　主　催　　　香川県教育委員会　　香川県高等学校体育連盟
　　主　管　　　香川県高体連空手道専門部　　香川県空手道連盟
１　期　日　　　令和７年  １１月２日（日）
２　会　場　　　高松中央高校　体育館
　　　　　　　　〒760－0068　高松市松島町１－１４－８ TEL087-831-1291
３　日　程　　  ９時３０分：引率者，監督，審判団打合わせ
　　　　　　　　１０時：競技開始
４　  競技種目　　(１)男子団体組手５人制　(２)男子団体組手３人制　(３)男子団体形　
(４)女子団体組手５人制　(５)女子団体組手３人制　(６)女子団体形　

※団体組手については、５人制・３人制の両方は出場できない。
(７)男子個人組手（－５５Kg級、－６１Kg級、－６８Kg級、－７６Kg級、＋７６Kg級）　(８)男子個人形　　
(９)女子個人組手（－４８Kg級、－５３Kg級、－５９Kg級、－６６Kg級、＋６６Kg級）　(10)女子個人形
５　競技規定  （公財）全日本空手道連盟の競技規定に準じて行い、運用については（公財）全国高等学校体育連盟空手道専門部の申し合わせ事項による。
６　競技方法　（１）形競技は得点方式、組手競技はトーナメント方式とする。
            （２）男子・女子団体組手競技において登録された選手の交替は自由とする。
            （３）個人種目において登録された選手の交替は認めない。
         （４）形競技の第１ラウンドは第１・２指定形（どちらでもよい）とし、以降のラウンドは得意形とする。各ラウンド毎に演武する形は変えること。

但し、第１指定形・第２指定形及び得意形は空手道競技規定の「付録17：指定形リスト」並びに「付録18：得意形リスト」から選択しなければならない。出場選手が8名以下の場合は、順位決定戦を行う。出場選手が8名以下の場合は初戦が順位決定戦になるので自由形を演武する。出場選手が8名を超え、31名以下の場合は、2グループの準決勝戦を行った後、順位決定戦を行う。（初戦が2グループの場合は、第１ラウンドとなる。準決勝戦なし）出場選手が32名を超える場合は、４グループの第１ラウンドを行った後、２グループの準決勝戦、および順位決定戦を行う。

※得点方式に機器を使用する。形の登録に時間が掛かるため申込書別紙演武形シートに大会で演武する形を必ず記入して提出すること。
            （５）各ラウンドの上位進出決定者３名及び順位決定戦の上位４名で同点が出た場合、（公財）全日本空手道連盟の「2022年度判定基準：電子システムによる同点の解決」に準じて行う。
７　参加資格　
　（１）香川県高等学校体育連盟加盟校の生徒であること。
　（２）全日制課程は、1･2年生、定･通制課程は、1･2･3年生で平成19年４月２日以降に生まれたものであること。
　　　　ただし同一学年での出場は１回限りとする。
　（３）チームの編成は単一校とし、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生　　　　徒による、混成のチームは認めない。
　　　　全日制・定時制・通信制は１校とみなし、同１校からの出場は１校とする。
　（４）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会

参加を認める。（統合完了前の２年間に限る）

（５）転校後６ヶ月以内の者の出場は認めない。(外国人留学生もこれに準ずる。)

ただし、一家転住等やむを得ない場合は、県高体連会長の許可があればこの
限りではない。
　（６）出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校長の承認を必要とする。
　（７）（公財）香川県空手道連盟の令和７年度の登録競技者であること。
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　（８）学校教育法第１条に定める高等学校以外の学校については、県高体連で参加が認められた者で、２学年までの年齢１８歳未満の者に限る。

（９）その他の資格は全国高等学校総合体育大会開催基準要項に準じる。

８　参加制限
　（１）各団体戦は各校男女それぞれ１チーム以内とする。
　　　　　　組手競技５人制は監督１名正選手５名補欠３名、組手競技３人制は監督１名正選手３名補欠１名で構成する。補欠選手との交替のみ認める。
　　　　　　団体形競技は監督１名正選手３名補欠３名で構成する。
　（２）個人戦は各校男女それぞれ無制限とする。
９　参加申込　（１）所定の用紙に各校１部作成し下記に送付する。
　　　　　　　（２）申込場所　〒762-0037 坂出市青葉町１番13号
　　　　　　　　　　　　　　　坂出商業高等学校内　小西裕樹　宛
　　　　（３）申込期日　１０月７日（火）必着  
　　　　　    （４）年度当初、登録したチームが出場しない場合は、校長印
　　　　　　　　　　を押印のうえ、出場しない旨を明記し、（２）まで提出
すること。

10　参加料   個人１人：1,000円　　団体１チーム：6,000円（男女で団体戦に出場する場合は２

チーム分となる）

※参加料は大会当日受付で納入してください。
11　表　彰　１～３位のチームと個人に表彰状を授与する。
12　諸会議　抽選会は、１０月８日（水）１６時００分
　　　　　　　坂出商業高等学校内　専門部事務局で厳正に行なう。
13　連絡事項
（１）空手道衣とネーム等
ア　空手道衣は白無地一色とし、落書きやふちどりのあるものは禁止とする。
(ｱ) 上着腕部分、下着足部分の幅は、腕・足から残りの部分が、８cm～20cmとする。袖、上着の長さ、下着の裾の長さはルールブック通りとする。
(ｲ) 上衣の長さは、帯を締めて腰を覆うほどの長さとし、大腿部の４分の３までとする。（帯を締めた状態で真直ぐ下した状態で膝の上10cmまで）また、帯の長さは結び目の両端から15cmほど残る長さから、大腿部の４分の３以下とする。
※上記はいずれも「気を付け」の状態で判断する。
(ｳ) 道衣（上下）には高体連ラベルが縫い付けてあること。高体連ラベルがあっても規定に反　する場合は試合に出場できない。
(ｴ) 競技用赤・青帯については、指定業者（東海堂・守礼堂・ヒロタ・尚武・ハヤテ）において高体連指定ラベルを縫い付けたものを持参し、着用すること。指定業者以外の帯の使用は認めない。
イ　空手道衣の左胸に入れる校名は次の基準による。
(ｱ) 一文字の大きさは５cm×５cm～７cm×７cmとする。
(ｲ) 字体は丸ゴシック・角ゴシック・行書・楷書の範囲とする。
(ｳ) 文字の色は黒又は紺とする。但し、スクールカラーは良い。
ウ　空手道衣の左袖上腕部に入れる都道府県名は次の基準による。
(ｱ) 一文字の大きさは５cm×５cm～７cm×７cmとする。
(ｲ) 都・府・県の文字はいれなくてよい。
(ｳ) 字体・文字の色については、上記イの(イ)・(ウ)に準ずる。
エ　女子の下着は白無地のＴシャツとする。
(ただし、ワンポイントの校名及びワンポイントのロゴについては認める。)

(２)組手競技では、男子５点、女子４点の安全具を必ず着用すること。

ア　ニューメンホーⅦのみ(全空連検定のもの) 
イ　拳サポーター(全空連検定のもの)

ウ　ボディープロテクター(高体連指定または全空連検定のもの)

エ　シンガード・インステップガード(高体連検定のもの)

オ　セーフティカップ〔男子のみ〕・・・空手道衣の下に着用すること。
(３)組手競技・形競技ともにメガネ・コンタクトレンズ(ハード)の着用は禁止する。
(４)メンホーの中にマウスピースの着用は認める。(任意)
ただし、色については白または透明な物とする。
（５）監督
　　                ア　監督は審判員を兼ねることはできない。
　　                イ　監督はあらかじめ届け出された者に限る。
　　                ウ　監督がコートにつく場合は、選手と同じ服装（道衣に都道府県名・校名を入れる）をし、右上腕部に「監督」の腕章をつける。
(６)選手の頭髪等
ア　男子はスポーツマンらしい頭髪とする。
イ　女子はヘアピン、リボンを禁止する。
（７）健康管理
　 　               ア　競技中の疾病・傷害等の応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。
イ　故障者については監督の責任で出場をとりやめること。
ウ　参加者は健康保険証・マイナ保険証等、被保険資格の確認が出来るものを持参すること。
　　　注：本大会は第４５回全国高等学校空手道選抜大会四国地区予選会の県予選
を兼ね、団体形・団体組手５人制・団体組手３人制は上位２チーム、個
人は形競技、上位４人、組手競技、各階級上位３人を本県の代表とする。

（令和７年12月20日（土）、21日（日）高知県・春野運動公園体育館）　　　                      
　問い合せ　　坂出商業高校　小西裕樹まで ℡０８７７－９８－２５２５     
